
第２章 高齢福祉            高齢福祉課 
 

 少子高齢化の進展や団塊の世代が高齢期を迎え、介護を必要とする高齢者の増加が見込まれる。 

このような状況のなか社会全体で高齢者の介護を支える仕組みとして、従来の介護保険制度に加

え、平成27年度からは新たな介護予防事業として、介護予防・日常生活支援総合事業が創設された。 

こうした社会環境の変化を背景として、高齢者が住み慣れた地域でできるだけ自立し、安心した

生活を営めるよう高齢者福祉施策の充実に努めた。 

 

１ 高齢者福祉計画（平成27年度～平成29年度）の推進 

平成27年度からの３か年を計画期間とする高齢者福祉計画（平成27年度～平成29年度）に

基づき、その理念として掲げる「長寿社会を楽しみ、安心していきいきと暮らせるまち」の実現

を図るため、高齢福祉分野等の事業を展開して在宅福祉サービスの充実に努めた。 

 

２ 老人ホームへの入所委託 

  養護老人ホームへの本年度入所委託は次のとおりである。なお、特別養護老人ホームへの入所

は介護保険に移行された。 

 老人ホーム措置状況                         （単位 人） 

養 護 老 人 ホ ー ム 

施 設 名 27年度 28年度 

平塚養護老人ホーム 

横須賀老人ホーム 

湘風園 

富岡ホーム 

敬愛の園 

えびな南高齢者施設 

藤沢養護老人ホーム 
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計 70 72 

  介護保険制度移行後、やむを得ない措置として一部介護保険制度上の施設・在宅サービスに措

置が残った。 

  やむを得ない措置状況 

平成27年度 利用者 ８人 

平成28年度 利用者 ７人 

                 

３ 敬老祝品の贈呈 

  高齢者に敬愛の意を表し、その長寿をお祝いし、日本古来の節目である88歳（米寿）と99歳

（白寿）を迎える方へ、９月に民生委員児童委員等が各戸に訪問して祝品の贈呈を行い、また、

99歳以上の希望者には市長訪問を実施した。祝品の内容は次のとおりである。 

 

 



敬老祝品贈呈内容 

年   齢 対 象 者 数 祝  品 

 

88歳（米寿） 

99歳（白寿） 

100歳以上 

計 

市長訪問対象者 

99歳以上 

 

 男 性 

 329人   

   9人   

  11人   

  349人 

 

   4人 

 

 女 性 

  617人 

     66人 

  103人 

  786人 

 

   39人 

       

（88歳） 

メッセージカードと緑茶 

（99歳以上） 

メッセージカードと 

ひざ掛け 

 

訪問者43人 

 

 

４ 軽作業代行事業 

  ひとり暮らし高齢者等の自立した生活を支援するため作業員を派遣し、軽易な日常生活援助を

行った。 

   利用者 193人   延派遣者数 375人   延派遣時間  733時間 

   事業費 621,100円 

 

５ 通院介助事業 

  ひとり暮らし高齢者等を対象に、医療機関への通院に介助が必要な高齢者に対して、通院の機

会を確保し、在宅生活の維持向上を図った。 

   延派遣回数54回    延派遣時間   108時間   事業費   97,100円 

 

６ 配食見守りサービス事業 

  ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯で、食事の支度が困難な者に対して、デイサービスセ

ンターの給食施設等で調理した夕食を配食し、高齢者の安否を確認するとともに、在宅での生活

の安定と自立生活の助長を図った。 

   利用者 164人     配食数 20,142食      事業費 1,007,100円 

 

７ 家族介護者支援短期入所事業 

  要援護高齢者を介護している家族が病気や事故等によりその家族において介護できない場合、

一時的に特別養護老人ホーム等に入所させ要援護者の養護を行った。 

   延利用者 3人   延利用日数 25日   事業費 177,328円 

 

８ ふとん乾燥・丸洗い事業 

  ねたきり高齢者が使用している寝具を衛生的にし、快適な日常生活を送ることができるよう巡

回によるふとんの乾燥丸洗いを実施した。 

    延利用者  乾燥 93人 丸洗い 28人   事業費 173,754円 

 

 

 



９ 在宅時緊急通報システム事業 

  緊急対応が必要な発作を頻発する可能性があるひとり暮らし高齢者等に緊急通報システム用機

器を貸与し、緊急事態発生時における迅速な緊急体制の確立を図り、日常生活の安全の確保を図

った。 

   設置 133世帯（うち年度途中での撤去32世帯）      事業費 6,462,952円 

 

10 お話し見守り歩数計（ひらつかミルック）事業 

  ひとり暮らし高齢者等に見守り歩数計機器を貸与し、歩数計機能による利用対象者の健康促進、

緊急事態発生時における迅速な救援体制の確立、利用対象者の日常生活の安全確保等を図った。 

   設置 216人（うち年度途中での撤去32人）  事業費3,884,328円 

    

11 老人クラブ支援 

  老人クラブは、地域を基盤に60歳以上の会員により、教養・生きがい・体育レクリエーション・

奉仕・地域社会交流活動を通じて高齢者の福祉の向上に努めている。市はこれらのクラブの活動

を支援するために、補助金を交付した。 

  老人クラブ補助金交付状況 

ク ラ ブ 数 会 員 数 補    助    金 

119 5,333人  7,083,789円（うち連合会分2,371,389円） 

 

12  ねたきり高齢者等訪問理容・美容サービス事業 

  自宅で理容・美容サービスを受けることを希望する、ねたきりや重度障がいの高齢者に対し利

用者負担の一部を助成する助成券を交付した。 

   交付者 95人   使用枚数 200枚   助成額 404,000円 

 

13 老人福祉施設整備助成事業 

  介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の入所待機者を解消するため、平成27年度から平成

29年度までを実施期間とする平塚市高齢者福祉計画（介護保険事業計画［第６期］）に基づき、

特別養護老人ホームの新設に向けた工事を開始した。 

 

 


